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陶山義雄
I はじめに
ヨハネ福音書は「言葉」の福音書と呼ぶ事ができるほど豊かで奥深い言葉をもってイエスの
福音を証している。それはこの福音書の冒頭に掲げられた，いわゆるロゴス賛歌 (1章1節～
18節）を指しているばかりではない。言葉をあらわすギリシャ語が以下に述べるとおり 5種，
7通りにわたり用いられているからである。このことはヨハネの三つの手紙についても当ては
まる。これら 4つのヨハネ文書が教会のおかれてる共通の歴史的，社会的状況のなかで生み出
されたことを物語っている。この小論では，ヨハネ文書に残された「言葉」の用法を分析し，
ヨハネ文書の著者たちが「言葉」の使い分けをとおして何を意図していたのかを解明し，あわ
せてヨハネ共同体が置かれていた状況を推定したい (1)。
I ヨハネ文書にあらわれた 5種 (2) の「言葉」
「言葉」の用法についてヨハネ福音書とヨハネの三書簡には共通の展開が見受けられるが，
「言葉」の用語数（比率）について相違も見られるので，両者を分けて分析を試みることにする。
ヨハネ福音書では「言葉」と翻訳されるギリシャ語原文にはd.m塗（ロゴス）が35回，血駆四2
（レーマタ）が12回，辿止込（ロゴイ）が4回， dgdJg(ラリア）が2回，用いられている。
また，ヨハネの三文書では血凶昼 (logos)が7回，血止互q(rrJmata)が0回，血訟L(logoi) 
が1回，幽dLg:(lalia)が0回， ayyEAta(angelia)が2囮，用いられている。
以上，五種の「言葉」にあたるギリシャ語のうち，検討を要するのは， d.m巫と且単釦互であ
る。そこで先ず，前掲の二語を除く，その他の用語について述べておこう。血皿L,dgdjg, ayydw 
はいずれも，その直前，または既に語られた一定の伝言を指して用いられている。すなわち
入oyotについて：
① 福音書7の40「これらの言葉を聞いて(akousantes細!1il邸mtout皿n),群衆の中には，
『この人は，本当に預言者だ』と言う者や（『この人はメシアだ』と言う者がいたが，この
ように言う者もいた。『メシアはガリラヤから出るだろうか。・・・・・・』）」
上記下線部の言葉（複数形）は7章1節から 39節までに繰り広げられたイエスによるご
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自分のメシア的表明を指している，と見倣すのが至当であろう (3)。イエスの兄弟たちに対
して (6~ 8節），神殿内のユダヤ人に対して (16~ 19節/21~ 24節），エルサレムにい
るユダヤ人に対して (28~29節），イエスを逮捕に来た下役を前にして (33~ 34節），メ
シア的言動を理解しないユダヤ人に応えて (37~ 38節），イエスが語ったそれぞれの言葉
をまとめて福音書記者がまとめている (4)。だから複数形のlogoiが用いられているのであ
る。
② 福音書10の19「これらの言葉（複数形）をめぐって（出!!!ID!§.~toutous) ユダ
ヤ人たちの間にまた対立が生じた。（多くのユダヤ人は言った。「彼は悪霊に取りつかれて，
気が変になっている。なぜ，あなたたちは彼の言うことに耳を貸すのか。・・・・・・）」
19節もまとめの句である (5)。それまでにイエスが語った言葉を指している。すなわち，
1節から 6節までにイエスが語った「羊の囲いの讐」と， 7節から 18節までの「良い羊飼
いになぞったイエスのメシア的な働き」の2つがそれにあたる。しかしまた， 10章19~
21節はその前の9章全体で展開された「生まれつきの盲人を癒すイエスの業とその反響」
の結びをなす句でもあり (10の21を見よ），「羊の囲い」と「良い羊飼い」の警え話 (10
の1~ 18) は挿入，もしくは錯簡であるとすれば， 9章でイエスが述べた言葉 (9の3~
5, 39, 41,) を19節冒頭の言葉は指している事になる。しかし，イエスを拒んだ人々の
反感やその内容は9章16節より 10章19節では一層激しくなっている。これは9章のみな
らず，その後に展開されたイエスの話 (10の1~ 18) をまとめた内容を表している (6)。
③ 福音書14の24a「わたしを愛さない者は，わたしの言葉（複数形）を守らない（ぬ!.!§_)Q即~
工皿皿．血匹iJ。」
この聖句はイエスの「第一の告別の説教」 (13の31~ 14の31)のなかでも，愛の掟
(entolai, 複数形）を守ること (14の15) と，弁護者派遣の約束 (14の16)の二点をイ
エスが述べたあとを受けて，その結びに用いられた複数形の言葉である。しかし， 24a節
のぃ即iは15節の言葉を否定形に置き換えているのであれば15節のentolai(7) を24a節
でb即iに改めた，と見倣すことも可能であろう。或いは，後述する通り，いま一つの複数
形rrimataに近い内容を24b節との関連で言い表している。ブルトマンはそのように捉え
ているが (8)'それでは福音書記者がb即iを用いた理由の説明にはならない。やはり 15節
の言い換え，と取るべきであろう。
14の15「あなたがたは，わたしを愛しているならば，わたしの掟 (entolai) を守る。」
14の24a「わたしを愛さない者は，わたしの言葉 (lQgm) を守らない。」
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④ 19の13「ピラトはこれらの言葉（複数形）を聞くと (akousas血旦し邸mtou如n), イ
エスを外に連れ出し・・・・・・」
ここでのb即iは，その直前で繰り広げられたイエスによるピラトヘの答え (11節）と，
それを聞いてイエスを釈放しようとしたピラトヘユダヤ人が投げかけた言葉 (12節）の二
点を指しているのは明らかである。
⑤ 3ヨハネ 10「だから，そちらに行ったとき，彼のしていることを指摘しようと思います。
彼は悪意に満ちたし即iでわたしたちを謗るばかりか，兄弟たちを受け人れず，受け入れよ
うとする人たちの邪魔をし，教会から追い出しています。」
入a,lwについて：
① 福音書4の42「わたしたちが信じるのは，もうあなたの話（担比!lによるのではない。
わたしたちは自分で聞いて，この方が本当に世の救い主であることが分かったからです。」
叫は動詞laleinに由来する名詞で，やや長い話，演説，話し方などを表している (9)。
4章全体にわたってサマリアの女がイエスから受けた出来事の全てを指している。 39節で
「イエスの出来事の証言」をこの女が述べている所を」叫坦で言い換えている。42節で且比i
を福音書記者が用いるにあたって，いま 1つ，重要な意味を付け加えているのである。そ
れは女の且比iによって信仰に入れられるのではなく，イエスとの直接的な出会いと，イエ
スから聞く言葉 (J,Q駆剃によって入れられる事を指摘するために女にl打叫坦が用いられ
ているのである (10)。
② 8の43a「わたしの話（皿且lalian皿且坦皿且）がなぜ分からないのか。（それはわたしの
言葉 (]Q即劉を聞くことができないからだ。）」
43a節のlaliaは8章31節より繰り広げられているユダヤ人との論争でイエスが述べて
いる，やや長い話 (31~ 32/34 ~ 38/39 ~ 41/42節）を指している。このように福音書記
者は坦liJ!c l饂直を使い分けていることが分かる。更に直後の43b節でし即旦を用いて，ユ
ダヤ人の担比rへの無理解の理由がし即旦への無理解に由来していることを説いているが，
これは後述するようにし即gの項で検討したい。
arr紐 aについて：
angeliaは以下の2箇所で， しかも新約聖書ではヨハネの手紙 Iにしか登場しない言葉であ
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る。通常は，「音信」，「しらせ」，とか「教え」を意味する (11)。本論文でこれを言菓の類型に
加えた理由は，福音書であれば， angeliaではなく， I'Tlmataを用いた筈 (1ヨハネ 1の5)で
あるか，皿知hもしくはし即旦を用いた筈 (1ヨハネ3の11)であろうと思われるからである。
手紙の著者が何故坦逗乱坦を用いたのかについては，諸説あるが (12), 単に言葉や教えに止め
る事なく，実践命題として強調しようと著者は意固していたのではないか (3の18b:「言葉や
口先だけでなく，行いをもって誠実に愛し合おう」）。
① 1ヨハネ 1の5「これはわたしがイエスから既に聞いていて，あなたがたに伝える知丘旦：
(angelia)です。すなわち，神は光であり，神には闇が全くない，ということです。」
② 1ヨハネ 3の11「なぜなら，互いに愛し合うこと，これがあなたがたの初めから聞いて
いる教え (angelia)だからです。」
兄弟愛の掟と言葉については福音書13の34/14の15/15の12を参照。
皿 入orosとpTJμamの用法について：
ヨハネ文書にはぃ即旦とrrimataの使い分けについて一定の共通理解が存在している。それも
ギリシャ語で通常用いる両語の使い分けとは異なっていて，やはり，それはヨハネ共同体の中
で生み出され，用いられた言葉である。通常し即旦は言葉，話，弁説，弁明，説明，提案，説
教などを意味する。つまり，話す行為に注視して用いる言葉である。それに対して， rrima(ta) 
は，話された事，言うこと，など多くの場合，話の内容やその成果，影響を念頭において用い
る言葉である (13)。しかしヨハネ文書には両語に対して新約聖書中でも特別な用法が見受けら
れる。 illgQ旦のキリスト論的用法 (14) と言っておこう。ヨハネ文書で使われてるぃ即旦が全て
キリスト論的用例ではない。福音書で言えばb即旦35例のうち，キリスト論的用例は24例 (1
のla,1のlb,1のle,1の14,2の22,4の41,5の24,5の38,6の60,8の31,8の
37, 8の43b,8の51,8の52,8の55c,10の35,12の48b,14の23,14の24b,15の3,
17の6c,17の14a,17の17b,17の20)であり，書簡集では 7例のうち， 5例 (1ヨハネ 1
の1,1の10,2の5,2の7b,2の14c)がそれにあたる［二種のロゴスについては本稿のA)
およびD)を参照］。他方， rrimataはヨハネ文書においては単数形の皿fil!が用いられること
はなく，全てが複数形のrrimataが使われている。その用例件数は，福音書では11例，書簡集
では，その用例はない。ただしangeliaの項で述べた通り， 1ヨハネ 1の5では著者がrrimata
を意図的にangeliaに変えた節があるとすれば， 1例があるとも言えよう。
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A) -lorosのキリスト論的用法
illgQ旦がキリスト論としてもっとも明確に表明されているところは福音書の序文 (1の1-
18)である。そこではし即旦が1節で3回， 14節で1回用いられている。
1の1:「初めにし即旦があった。 l_Qgi;逗は神と共にあった。し即旦は神（性） (15) であった。」
1の14:「また， )&gQ_s_tよ肉となって，わたしたちの間に宿られた。わたしたちは彼 (logos)
の栄光を見た。それは父の独り子としての栄光であって，恵みと真理とに満ちてい
た。」
この2節からも分かる通り， b即旦は何よりも先ずキリスト自身を指している。また，その性
質をも表している。すなわち，し即旦は全てのものに先だって神と共に存在し（先在のl.QgQ劉，
ぃ即gは神である。そのし即旦は肉の形をとって我々の間，地上に住まわれた。かれは父（神）
の独り子であり，神の栄光と恵み，真理を携えていた。し即旦なるイエスは神から遣わされて肉
となり，我々（地上の者）に神のし即旦を告知するだけでなく，その人格において，またその
出現と働きにおいて，神のし即旦を体現する存在である。このようにヨハネ文書においてし即旦
は言葉でありながら，単なる言葉以上のものを指している。それはイエスその人であり，その
人格と属性を表している。ヨハネ文書におけるし即旦のキリスト論的用法と呼びたい所以であ
る。問題は，このような用法は序文 (1の1~ 18)にのみ妥当するものであるか否か，と言う
ことである。つまり，キリスト論的表象を含めて用いられているし即旦の残る 21例も全く同じ
内容であるか否かと言う問題である。
多くの学者は序文の独自性を挙げている。すなわち，文体（詩文），内容の両側面においてヨ
ハネ福音書の序文 (1の1~ 18)は1つのまとまりをもっていて，その成立は福音書以前に潮
る内容をもっている。序文はキリストを賛美する「ロゴス賛歌」として捉え，原始キリスト教
が生み出した他の三つの詩（コロサイ書1章15~ 20節，ヘブル書1章2~3節，ピリピ書2
章6~11節）との類似性を指摘している。すなわち，ロゴス賛歌を含めて，これら四つのキリ
スト賛歌は栄光のキリスト論，つまり，キリストによる「地上における神の救いに満ちた出現J
(16)を強調することにおいて一致している。ロゴス賛歌には先在と受肉のし即旦，および，神の
栄光，恵みと真理を携え下った神の独り子が述べられているが，受難（十字架），復活，高挙，
再臨のキリスト論が欠けている，と言う。はたして，序文のm逗は，それ以降で繰り広げら
れる 21例（書簡を加えれば26例）とは異なるものなのであろうか (17)。また，創世記1章1
節の出だしの言葉（「初めに」）になぞらえて，ロゴス賛歌の出だしを合わせることによって，
「神の言葉による創造」を創世記1章1~3節（言葉，闇，光）と対応させ，福音書本文のb即旦
の用法にはない特徴を強調する指摘もある (18)。
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筆者は福音書の序文に独自性を認めつつも，なおかつ，序文のし即gが他の26例と同じキリ
スト論的内容を包含している所を例証したい。確かに，序文のロゴス賛歌（の或る節分） (19)は
ヨハネ記者以前の資料である。しかし彼はただ資料を転載しているばかりではない。編集者と
して彼がこれから描き上げようとするキリスト論の視野のなかで，賛歌を利用し絹集句で繋ぎ
ながら著者の思想の枠内に収めている。
福音書の著者は他の福音書に倣って（マルコ 1の1~11/マタイ 3の1~ 12/ルカ3の1~9), 
バブテスマのヨハネとイエスとの関係を説明するに当たって（ヨハネ 1の19~42),その直前
に持ってきたロゴス賛歌のなかに原賛歌には無かったヨハネの記述を挿入している（ヨハネ 1
の6,7, 8, 9, 15)。また，この賛歌にはlQfil&の受肉の記述が2回登場するが (9,14), 前
者 (9節「その光は，まことの光で，世に来てすべての人を照らすのである」）は著者による挿
入が，資料に登場する受肉の記述 (14節「い即gは肉となって・・・・・・」）に先立って受肉を現す
ことになってしまった証拠である。更に，著者は原賛歌にはなかったb即旦の高挙（の意味）を
12, 13節で挿入している。
「しかしlQfil逗は自分を受け入れた全ての人，その (}Q即釦の名を信じる全ての人に神の子
上なゑ資格を与えた。これらの人々は，血筋によってではなく，肉の欲によってではなく，人
の欲によってでもなく，神によって生まれたのである。」
上記の下線部こそ，ヨハネ文書の著者たちがし即配こよる救いの果実として証しするところ
である（前者について福音書11の52/1ヨハネ 3の1,2, 8, 10; また後者については福音書
3の3,5, 6/1ヨハネ 2の29,4の7,5の1,18を見よ）。
福音書記者は原ロゴス賛歌をこのように著者の言葉で繋ぎながら，最後に 16,17, 18節を
加えてし即gキリスト論を独自の思想に仕上げている。恵みと真理に満ちているb即.s(原賛歌
の言葉）を借りて，これを受け入れる「（イエスが高く挙げられたあとの世代の）我々は，（霊
の助けを受けて）更に恵みを増し加えられる」 (16)こと。「（モーセは律法を神から与えられ
たのに対し）恵みと真理はイエス・キリストを通して与えられたこと」 (17)。著者はここで
初めてし即gをイエス・キリストと結び付けている。結びの結びとして，イエスは「神の独り
子であり，この方の他に神を見ることはなく，この方によって神は現されたのである」 (18)。
事によると 14節bの「それは，父の独り子としての栄光であって」は 18節との関連から，
著者が14a節と 14c節が原賛歌にあった一文に 14b節を加えたと見倣すことが至当であろう。
信仰者とイエスの栄光との結び付きを他のどの福音書にも増して力強く描いたのはヨハネ福音
書記者であった (20)。イエスが真理を現す者であることについては，福音書の8の40,45, 46, 
14の6,17, 15の26,16の13,17の17,18の37,書簡では 1ヨハネ5の6(書簡では真理
に与かっている信者について数多くの言及がなされている： 1ヨハネ 1の8,2の20,21, 3の
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19, 2ヨハネ 1,2, 3, 4, 3ヨハネ 3,4, 8, 12)など，如何に多くの言及がなされているこ
とか。
また，「神の独り子」と言う，福音書記者がilg_Q旦に付け加えた称号も，序文に続いて3の16
(2回）， 18,1ヨハネ4の9で言及されている。なかでも 3章16節は福音書記者にとっては記
述の全てを統括するキーワードにあたる程の一文である。
このように，序文におけるキリスト論的用法のし即旦は，その用法においてばかりでなく，
担が表すキリスト論の内容についても一貰しいるのである。すなわち，「先在」，「受肉」，「地
上の生と救済の業」，「受難」，「復活」，「昇天（高挙）」，「弁護者（霊）の派遣」，これら全てが
し即旦をもって言い表されている。言い換えれば，イエス・キリストの神性と人性，歴史に現さ
れた全生涯，為された業と語られた言葉，昇天後も今なお生きて働いている人格がilg!;坦と言
う単語によって示されている。これがヨハネ文書のし即旦についてのキリスト論的用法である。
序文以外のヨハネ文書から引用して以下にその例証をしておく。
i) 2の22「イエスが死者の中から復活されたとき，弟子たちは，イエスがこう言われたの
を思い出し，聖書（紅fil'n) とイエスの語られたし匹旦とを信じた。」
i) 4の41「そして，更に多くの人々がイエスのし即gを聞いて信じた。」
これに続いて41節ではサマリアの女のhil.!によって信じたのではなく，イエスとの出
会いとし即旦 (41節）の直接性によることを著者は強調している (4の41,およびに比i
の項を参照）。
ii) 4の41「そして，更に多くの人々がイエスのし即旦を聞いて信じた。（かれらは女に言っ
た。『わたしたちが信じるのは，もうあなたのhil.!(話してくれたこと）によるのでは
無い。わたしたちは自分で聞いて，この方が本当に世の救い主であることが分かったか
らです。）」
iv) 5の24「はっきり言っておく。わたしのし即旦を聞いて，わたしをお遣わしになった方
を信じる者は，永遠の命を得，また，裁かれることなく，死から命へと移っている。」
v) 5の38「また，あなたたちは，自分の内に父のし即旦をとどめていない。父がお遣わし
になった者を，あなたたちは信じないからである。」
vi) 8の31「イエスは自分を信じたユダヤ人たちに言われた。『わたしのし即酎ことどまる
ならば，あなたたちは本当にわたしの弟子である。（あなたたちは真理を知り，真理は
あなたたちを自由にする。）』」
vii) 8の37「あなたたちがアブラハムの子孫だということは，分かっている。だが，あなた
たちはわたしを殺そうとしている。わたしのぃ即旦を受け入れないからである。（わた
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しは父のもとで見たことを話している。ところが，あなたたちは父から聞いたことを
行っている。）」
vii) 8の43「わたしの言っていることが，なぜ分からないのか。それは，わたしのぃ即gを
聞くことができないからだ。」
ix) 8の51「はっきり言っておく。わたしのし即旦を守るなら，その人は決して死ぬことが
ない。」
x) 8の52b「アブラハムも死んだし，預言者たちも死んだ，ところが，あなたは，『わた
しのし即旦を守るなら，その人は決して死を味わうことがない』と言う。」
xi) 8の55「あなたたちはその方を知らないが，わたしは知っている。わたしがその方を知
らないと言えば，あなたたちと同じくわたしも偽り者になる。しかし，わたしはその方
を知っており，そのし即旦を守っている。」
xi) 12の48は皿岸江gの項で12の47を見よ。
xii) 14の23「イエスはこう答えて言われた。『わたしを愛する人は，わたしのし即旦を守る。
わたしの父はその人を愛され，父とわたしとはその人のところに行き，一緒に住む。」
xiv) 15の3「わたしの話したb即釘こよってあなたがたは既に清くなっている。」
xv) 15の20b「人々がわたしを迫害したのであれば，あなたがたをも迫害するだろう。ゎ
たしのし即旦を守ったのであれば，あなたがたの (l_Q即劉をも守るだろう。」
xvi) 17の6は皿駆互gの項で 17の8を見よ。
xvii) 17 の 17 「真理によって，彼らを聖なる者としてください。あなたの~坦は真理です。」
xviii)最後に17の20が挙げられるが， 21節と共に後代の加筆挿入の可能性があるので (21),
rrimataの項で合わせて論じたい。
xix) 1ヨハネ 1の1「初めからあったもの，わたしたちが聞いたもの，目で見たもの，よく
見て，手で触れたものを伝えます。すなわち，命の~担について」
xx) 1ヨハネ 1の10「罪を犯しことがないと言うなら，それは神を偽り者とすることであ
り，神のぃ即旦はわたしたちの内にありません。」
xxi) 1ヨハネ 2の5「しかし，神のぬ即旦を守るなら，まことにその人の内には神の愛が実
現しています。これによって，わたしたちが神の内にいることが分かります。」
xxii) 1ヨハネ2の7「愛する者たち，わたしがあなたがたに書いているのは，新しい掟（虹山山1)
ではなく，あなたがたが初めから受けていた古い掟 (m山皿）です。この古い掟とは，
あなたがたが既に聞いたことのあるし即旦です。」
xxiii) 1ヨハネ 2の14c「若者たちょ，わたしがあなたがたに書いているのは，あなたがた
が強く，神のぃ即旦がいつもあり，あなたがたが悪い者に打ち勝ったからである。」
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ヨハネ福音書においてぃ即gは，御子（イエス），もしくは父（神）のillgQ旦であった。しか
し，ヨハネの手紙では，神のillgQ酎こなっている。手紙では，もはや，イエス自身が語る形態
ではな <'1章 1節でいみじくも述べられている通り，「わたしたち」と言う証人が御子と父の
ぃを語るのである。し即旦自身ではなくて，証人，つまりヨハネの教会人がぃ即却こついて
語ることは，福音書記者も当然，その仲間に入る筈である。彼は御子と父が語るし即gと，教
会人としてい即旦の証しを立てる作業とを福音書のなかでどのように整理をつけていたのであ
ろうか。一つの手掛かりとして，手紙には一人称（御子と神自身）でillgQ旦を語る必要はなかっ
たので，手紙の著者はrrimataを用いる必要もなかったのではないか。実際，手紙には，この
用語は一つも見当たらない。イエスと神自身の自己啓示はそのまま証人としての~ になり
得たのである。だが，福音書記者にとっては事情が異なっていた。我々は，次にrrimataの用
法を分析しつつ，福音書記者の意図を解明したい。
B)ヨハネ福音書におけるp,-,μaraの用法について
ヨハネ福音書の研究では今まで，し即旦とrrimataの使い分けについて，それだけで深く探求
されて来なかった。殆どが，両語を同じ内容で捉えたり (22), 啓示にたいする終末論的関心を
対比させて解釈を試みたり (23), 個々のテキストを個別に解釈するばかりで (24), 全体として
福音書記者が意図した関心事にまで目が届いていなかった。両語にまでは及んでいなくても，
ヨハネ福音書自体が持っている，言葉の象徴的な用い方， とりわけ対比的な用い方，例えば，
光と闇，命と死，信じた群と不信の世，自由と奴隷，真理と偽り，上と下，霊と肉，のような
二元論的用語の延長で，掟(m山ilil-entolai),罪(hamartia-amartiai),反キリスト (antixristos-
antixristoi) , パン（紅立藍卑:tm)などの二元的用語の展開をヨハネ記者の思想的嗜好と文体に
焦点を合わせて論じたものもある (25)。用語の二元論的展開を著者の嗜好とし，その使い分け
にさしたる意味を読み取ることをしなければ，同じ単語も単数形であれ，複数形であれ違いは
無くなってしまう (26)。確かに，血 (haima-aimata: 1の13), とか，水 (hudwr-hudata: 3 
の23),神殿奉献記念祭（姐enkainia),上着 (himation-himatia: 13の4),御心に適うこと
（担areston-taaresta : 8 の 29) などは，群衆 (~-oxloi) と共に単数形も複数形も同義に
新旧約 (LXX)聖書では用いられている。つまり，ヨハネ記者以前の段階で，これらの言葉は
慣用的に，しかもヘブル語から由来して用いられている (27)。先の，ぃ紹坦もmm盛旦も，坦山山じ
entolaiも(28),そのような脈絡のなかで疑問もなく単複同義に受け止められてしまった背景も
理解出来よう。だが，ヨハネ文書において，し即旦—rrimata (そして，また，虹山山匹mtolai)も，
福音書記者ば慣例的用法をとっていないoTI]mataについてはヨハネの手紙の著者（たち）が，
福音書から受け継ぎながら，若干の修正を施し（狸り-il即旦とし）御子の言葉と教会の証しを
神のし即旦としてまとめる中で， TI]mataを手紙では用いる必要を取り除いている。
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① 3の34「神がお遣わしになった方は，神のTI]mataを話される。神が霊を限りなくお与
えになるからである。」
福音書記者にとって，霊の授与は7章39節にある通り，イエスの高挙以降，つまり教会
の活動を意味している：「イエスは，御自分を信じる人々が受けようとしている“霊”につ
いて言われたのである。イエスはまだ栄光を受けておられなかったので，“霊”がまだ降っ
ていなかったからである。」
34節で著者がい即gではなく rrimataを用いたのは正に“霊”との関連においてである。
つまり教会の証言の側から，イエスの言策を受け止めるならば， rrimataである必要があっ
たのである。イエスのし即配ま‘霊”のはたらきを通して教会の証言である rrimataにな
る。出来事の経過からすれば，34節に教会の証言を持ち込むのは早計であるかもしれない。
しかし，ヨハネの心中には地上のイエスを記述する中に，既に教会の働きを視野にいれて
書いているのである。イエスは地上で語られた言葉を，高挙の後には，信ずる者に弁護者
である“霊”を授けることによって (14の16,17, 26, 15の26,16の7,1ヨハネ2の
1), イエスは弁護者と共に，弁護者となって教会の証しの中に生きている。その言葉を生
前のイエスの口に語らせて rrimat~ としたのである。ヨハネは聖霊所有を救いの場（教会）
として，現在に集中する (29)。
② 5の47「（あなたたちは，モーセを信じたのであれば，わたしをも信じたはずだ。モーセ
は，わたしについて書いているからである。）しかし，モーセの書いたことを信じないので
あれば，どうしてわたしのTI]mataを信じることができようか。」
福音書記者はラビ的ユダヤ教と神殿崩壊(A.D.70)後のヤムニアの会議の権威に抗して，
この福音書を書いていると思われる (30)。原始教会はユダヤ教の会堂から追放を受けた者
たちが，結集してできた集団である (9の22,12の42,16の2)。イエスと論争し敵対す
るユダヤ人はイエス時代や（共観福音書時代の）祭司長，長老，律法学者ではなく，神殿
祭儀が崩壊したあとで各地に点在する会堂と密接に繋がりをもって活動したファリサイ派
を中心とするラビ的ユダヤ教の指導者や信徒である。著者がrrimataを用いることによっ
て会堂を追われたヨハネ共同体の信者たちは，どれだけ力付けられたであろうか。イエス
が教会人に成り代わって，しかもイエス時代に潮って彼らを論破しているのである。これ
が47節でし即gではなく， rrimataを用いた理由でなくて何であろう。
③ 6の63「命を与えるのは“霊”である。肉は何の役にも立たない。わたしがあなたがた
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に話したI'Tlmataは霊であり，命である。」
“霊”への言及から分かる通り①と同じ趣旨である。
④ 6の68「シモン・ペトロが答えた。『主よ，わたしたちはだれのところへ行きましょうか。
あなたは永遠の命のrrimataを持っておられます。（あなたこそ神の聖者であると，わたし
たちは信じ，また知っています。）』」
ペトロの告白は，同時に教会の信仰告白でもあれば C3iJrrimataを用いるのは当然の帰
結である。
⑤ 8の47「神に属する者は神のrrimataを聞く。あなたたちが聞かないのは神に属してい
ないからである。」
Bultmannによれば47節は著者による付加節である (32)。また，イエスの反対者は例の
ラビ的ユダヤ教（徒）である (33) とすれば，②の理由がそのまま，ここでも当てはまると
共に， 47節の「神に属する者」は教会人であれば，父と御子の語る言葉は，当然，教会信
徒の証しでもあることを著者は加えるためにrrimataを用いている。
⑥ 12の47「わたしのrrimataを聞いて，それを守らない者がいても，わたしはその者を裁
かない。わたしは，世を裁くためではなく，冊を救うために来たからである。 (48a節：ゎ
たしを拒み，わたしのrrimataを受け人れない者に対しては，裁くものがある。 48b節：ゎ
たしの語ったilfil逗が，終わりの日にその者を裁く。）」
Bultmannによれば48節bは47節と 48節aを福音書記者が注釈的に付加した句である
(34)。我々は，イエスのlQgQ旦と教会の証しが一体となって宣教に励むヨハネ記者が，その
一体性をあらわす言業として111mataが使われいた様相を観てきたが，この47,48a節で
は一体性にもとず<rrimataが受け入れられない状況に置かれたとしても，教会は裁かな
い。イエスのlQgQ旦が終末において裁く。教会はまだ終わりの時を迎えていない。受理さ
れなくても，111mataはイエスの後，教会人によって語り続けられるべきものである。著者
は一体性を切り離し，終末時にはイエスご自身が裁きの座につかれることを， 48節bで述
べていることになる。両語の使い分けはこの連続して使われている，この2節のところで
最も明瞭に示されている。ヨハネ福音書においてぃ即旦と111mataは明確な思想をもって使
い分けられている次第を明示できたのではなかろうか。
73 
⑦ 14の10「わたしが父の内におり，父がわたしの内におられることを，信じないのか。ゎ
たしがあなたがたに言う rrimataは自分から話しているのではない。わたしの内におられ
る父が，その立臨（業）を行っておられるのである。」
ここではli]mataが江邸に骰き換えられている。 6章28,29節を合わせて読めば信徒の
証しが，この言葉を用いた中に含まれていることが理解できるであろう：「そこで彼らが，
『神の虹邸を行うためには，何をしたらよいでしょうか』と言うと，イエスは答えて言わ
れた。『神がお遣わしになった者を信じること，それが神の業である。」
父，子，信徒の虹臨の一体性 (35) については，他に10の38,14の11,12に記されて
いる。
⑧ 15の7「あなたたがたがわたしにつながっており，わたしのlilmataがあなたがたの内
にいつもあるならば，望むものを何でも願いなさい。そうすればかなえられる。」
同類の勧めが16章24節に述べられている。 16章は 15章の告別説教を敷延した内容で
あれば， 15の7は16の24と共に，福音書記者が「共同体に対して行った小さな奨励」 (36)
に属していることが分かる。つまり，教会の時を生きる者への勧めとしてヨハネはイエス
に与って教会の証をふくめてイエスの~巫をrrimataへと広げているのである。教会人は
葡萄の木の枝のように，各自の生命の根元と規範をイエスの中に持っている (37)。
⑨ 17の7,8については次の項C) を見よ。
C) ヨハネ福音書 17章20節の問題
17章はその前に展開された「イエスによる告別の説教」 (13の31~16の33)をうけてイエ
スを信じた群について父（神）への執り成しを願う，「最後の祈り」 (17の1~ 36)である。こ
の後は受難・復活物語 (18~ 21章）になるのであるから，「最後の祈り」は序文 (1の1~ 18) 
に始まるヨハネ福音書の締めくくりをなす部分である (38)。信じた者の群への執り成しを祈る
なかに， 20節と 21節は，イエスから見れば，言わば孫にあたる，第三世代の信者を予想して
祈りが為されている。その異質な様相については，以前から批判の対象にされ， 20,21節は後
代の加筆とする意見も現れていた (39)。主な理由を挙げれば， 17章17~ 19節は信じた者の聖
化と献身，派遣をイエスは祈っているが， 20,21節を除いて22~23節に繋げると，そのまま
イエスと信者との一体，派遣，宣教が主題となって，横道にそれることがない。また， 20,21 
節を除けば，イエスの祈りは全てイエスのrrimataを守った者 (17の7,8, 9, 11, 15, 19, 
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22, 24, 26)について父への執り成しを求めるものである。更に，筆者がmm臨旦について検
証してきた様に，イエスのilIDliと，教会の証しを一つに包み込んだrrimataには20,21節を
必要としない程，ヨハネ記者の心中には同世代ばかりでなく，後の世代の教会人も含まれてい
る。 20,21節を後代の加筆と筆者が判断する決定的理由は， 20節における，し即gの用法がこ
れ (20節）以外のどこにも見出せない，と言う事実である。
17の20「また，彼らのためだけでなく，彼らのb即酎こよってわたしを信じるであろう人々
のためにも，お願いします。..・・・・」
ヨハネ文書には父（神）と御子（イエス）の~はあるが，信者や教会のillgQ旦はない。も
しヨハネ福音書記者が20節を書いていたとすれば，彼は当然，「彼らのrrimataによって・・・・・・
お願いします」，とした筈である。だが，それすら不要であったであろう。「信じた者」，「彼ら」
には，未来の信者と，彼らの証しも含まれていたからである (40)。ここでは，教会の一致を言
葉と信仰の伝承に求めているが，そのような伝承は初代教会の文書にも表されている (41)。
D)その他の入orosについて
A)項で触れたillgQ旦のキリスト論的用法以外にもぃ即旦はヨハネ文書で12回，用いられて
る。その殆どはし即iと同じように，語られた特定の言葉をうけて，この場合には一つの言葉
を想定して単数形で使われている (4の39,4の50,7の36,12の34,12の38,15の10,
15の25, 18の9,18の32,19の8,19の24b,1ヨハネ 2の7b)。
やや，特殊な 3カ所を以下に挙げ，それ以外は同類なので省略する。
① 福音書4の37「そこで，『一人が種を蒔き，別の人が刈り入れる』というぃ即旦の通りに
なる。」
これはミカ書6章15節の引用である。ヨハネ記者がparoimia(16の25,29)と言って
いる，讐話的例話 (42) にあたる。
② 同21の23「それで，この弟子は死なないと言うし即旦が兄弟たちの間に広まった。」
ここでは糾辺且（うわさ）の意味でし即旦が用いられている (43)。
福音宣教がイエスの死後も生き続けていることを象徴する福音書記者の表現であろう (44)。
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③ 1ヨハネ3の18「子たちょ，し即gや口先（叫凶mi)だけでなく，行いをもって誠実に愛
し合おう。」
口先と並んで話す内容のない言葉と，そのように話す行為を指している (45)。ヨハネ文
書にはこれ以外にないが，し即gの一般的用法である。
W おわりに
ヨハネ文書は言葉の宝庫である。人は言葉と出会い，言葉に生かされ，言菜を証し，死んで
もなお生きて拘わる永遠の世界が言葉によって開示されている。世界が造られる前から存在し
（ヨハネ 1の1,17の5,24), イエスによって啓示され，その受難と高挙を通して，開示され
た永遠の言葉を信じ，受け入れる者には，霊の助けを得て，これを証する者となる。
ユダヤ教会堂から袂を分かち，イエスと教会の言葉の真実を語り守る戦いが，ヨハネ文書を
生み出したのである。言葉の豊かな用法は，そのまま戦いをとおして磨き上げられた，真理の
伝達方法であった。我々はヨハネ共同体から言葉を継承すると共に，我々のおかれている状況
に向かって，旧くて新しい言葉の創造を委ねられている。
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注
(1) ヨハネ共同体の置かれていた歴史的状況については本論皿 B②，およびNを見よ。この
見解に関する参考文献は色々あるが，全てJ.LouisMartyn, History卑直Theologyin止e
Fourth Gospel, Abingdon Nashiville,1976. 原義雄・川島貞雄訳『ヨハネ福音書の歴史と
神学』日本基督教団出版局， 1984に依っている。
(2) 本文の5種以外に， paroimia,g匹血などが「言葉」と訳される所もあるがID①で触
れた程度で，「言葉」の周辺に属する語であるので本論では省略した。
(3) H.Ridderbos, IM Evangelie ru迫rJohannes, Kampen, 1987。EnglishTranslation by 
J.Vriend叫仙追叫直輌， Cambridge,1997,483頁を参照。
(4) 土戸清，『ヨハネ福音書研究』創文社， 1994,246 ~ 248頁：及び， Ridderbos.H.,前掲
書， 276頁を参照。
(5) Bultmannは10の19~21を福音書記者による 12の34~36に続く結びとしている。 21
節の締めくくりとしては良いが，それほどの大変更を求めなくても，「良い羊飼い」 (10の
1 ~ 18)はファリサイ派批判 (9の40~ 41)を解説する枠内で連続して読むことができよ
う：R.Bultmann珈 Evangelium血旦Johannes,Vandenhoeck & Ruprecht, 1962,17ed., 
236頁，および272~ 274頁を参照。
(6) Riddersbos,H., 前掲書 367頁を参照。
(7) 掟 (.e.n1l血， entolai)が言葉 (l_q即旦，し即i)に置き換えられる別の例は福音書15の7と
, 10節にある。また， 1ヨハネ2の4,5節にもある。ヨハネ文書において，掟は具体化され
た言葉である。
(8) R.Bultmann, 前掲書483頁を見よ。
(9) W.Bauer, Griechisch-Deutsches Woerterbuch四血Schriften徊 Neuen Testaments 
卑血uebrigenurchristlichen Literatur, 1952, 4ed., 英訳：W.F.Arndt & F.W.Gingrich, 
AD: 匹辿— English Lexicon 直T畑~Testament皿!IQ止fil:~直yChristian Literature, 
Cambridge University Press, 1957, 465頁。および，荒井献監修，『ギリシャ語新約聖
書釈義事典』 I教文館， 395頁。
(10) R.Bultmann, 前掲書 483頁。
(11) W.A.Arndt & F.W.Gingrich前掲書ay叫 ta, 148頁を見よ。
(12)諸説については『ギリシャ語新約聖書釈義事典』 I,39 ~ 40頁を参照。
(13) JQ凶gについては『釈義事典』 I418頁を，皿阜1については『釈義事典』 I247頁を参
照。また， Arndt& Gingrich前掲書の当該二語 (P.478f.&P.742f)。
(14) 同上， I, 418頁。
(15) ヨハネ 1章le節の坦匹には冠詞が付せられていない。定冠詞付きの也堡と著者は区別し
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て用いている。そこでこれを「神性」と訳しておく。おそらく， 20章28節の g担盛 JlQl!.
の告白と対応している。神の性質を持つロゴス (1の1)は受肉と自己啓示，受難，高挙，
復活顕現を通して冠詞のついたロゴス告白へと高められていく。Bultmann,前掲書， 17頁
と539頁，および，大貫隆，『ヨハネによる福音書』日本基督教団出版局， 1996,252頁を
参照。
(16) S.Schulz,Das Evangelium血 &hJohannes, NTD Band 4, Vandenhoeck & Ruprecht, 
Goettingen,1983 (15. Aufl.), 15頁。
(17) 序文の~け既念を本文で展開されるm匹iと異なる点を指摘して両者の分離を
A.Harnackは強力に主張しているが， Bultmannは適切に反論を加えている：前掲書， 1頁。
また， R.Schnackenburgは原序文に編集を加えて現在の序文に改めた福音書記者は，本論の
皿キリスト論が持っている，先在，地上の生，高挙の三要素が序文1章14b,c節に含まれて
いることを良く指摘している：D益 JohannesEvangelium 1. Teil, Herder, 1986 (6 Aufl.) , 
200頁。
(18) P.Borben,"Observation on the Targumic character of the Prologue of John", 凶四
16,1970 , 288 ~ 295頁。書き出しが創世記1の1を模倣していようが，福音書は単なる模
倣ではない。 1のla「初めに」は創造の初めではないからである。ヨハネの「初め」は創
造以前の時であり，かつまた創造の時でもある：R.Brown,The G堡駆laccording .tQ Ji; 山n,
I ~ XII, The Anchor Bible, Doubleday, 1966, 4頁，注 1;松永希久夫，「ヨハネによる福
音書」，『新共同訳 新約聖書注解 I』，日本基督教団出版局， 1991,397頁。
(19)序文から原賛歌を抽出すれば， 1節， 3~5節， 10~ 12節を Schulzは挙げている：前掲
書 17頁。その他に 14a,c節と 16節を挙げておく：大貰隆，前掲書， 64頁を参照。
(20) E.Kaesemann, J!l_辿 LetzterYi. 血皿!ilaJohannes 11, J.C.B.Mohr, 1971, 邦訳：『イエ
スの最後の意志』ヨハネ福音書とグノーシス主義，善野碩之助・大貫隆訳， ヨルダン社，
1978, 31頁。
(21) 17章20~ 21節を加筆挿入とする見解について， Schnackenburg,Jl邸_Johannes 
Evangelium 3.Teil, Herder, 1986 (5.Aufl.), 215頁を参照。
(22) H.Ritt,",loyos"『ギリシャ語新約聖書釈義事典』 I'教文館， 1994,420頁。
(23) Bultmann, 前掲書， 118頁；および， Schnackenburg,前掲書1.Teil399頁~400頁。
(24) C.K.Barret, TI廷 G!lil叫 according担St.Ji加， London,1978, (Revised ed.), 189頁；松
永希久夫，前掲書， 411頁。他。
(25) F.M.Braun, "La Reduction du Pluriel au Singulier dans L'Evangile et La Premiere 
Lettre de Jean", N'.IB 24,1977,40 ~ 67頁； Schulz, 前掲書， 69~ 71頁；松永，前掲書，
412頁。
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(26) W.Radl,"prJμa", 『ギリシャ語 新約聖書釈義事典』皿，教文館， 1995,249頁。
(27) Barret, 前掲書， 137頁を見よ。
(28)拙論文，「ヨハネ共同体における掟の伝承について」 1998年，秋の日本新約学会で発表。
(29)八木誠一，『新約思想の探求』，新教出版社， 1972,79頁。
(30)福音書記者の執筆状況を本稿注1のMartynはユダヤ教会堂から追放されたキリスト者の
政治的状況に設定している。これを支持して，大貫隆（前掲書， 42~53頁）や，土戸清な
どが，この仮説に準じてヨハネ記者の状況を論じている：『初期キリスト教とユダヤ教』，教
文館， 1998,49 ~ 58頁。
(31) Martyn, 前掲書， 157~ 163頁を見よ。
(32) R.Bultmann, 前掲書， 245頁。
(33) G.R.O'Day, TI起 GospelQf如血， Introduction,Commentary, and Reflections, NIB,vol 
IX, Abingdon, 1995, 643頁。
(34) R.Bultmann, 前掲書， 262頁。
(35) C.R.Koester, Symbolism in止g_Fourth Gospel, Meaning, Mystery, Community., 
Fortress Press,1995, 63頁： J.L.Martyn, 前掲書， 36~ 39頁。
(36)大貰隆，前掲書， 117頁。
(37) C.R.Koester, 前掲書， 245~ 247頁。
(38)大貰隆，前掲書， 114頁，および146~ 148頁を参照。
(39) R.Schnackenburg, 前掲書 (Herdersvol. N /3) ,215頁。
(40) G.R.O'Day, 前掲書， 794頁。
(41) R.Bultmann, 前掲書， 392~ 393頁の脚注7を見よ。
(42) G.R.O'Day, 前掲書， "Proverbiallanguage and parabolic" 570頁の訳。
(43) E.Haenchen, 12.M Johannesevangelium, J.C.B.Mohr,1980, English Translation by 
R.W.Funk (皿m2, Fortress Press, 1984) 228頁。
(44) R.Schnackenburg, 前掲書 (Herdersvol. N /3) ,443頁。
(45) H.J.Klauck, 珈 ErsteJohannesbrief, EKK vol.XX:III/1, Benziger u. Neukirchener, 
1991,215頁，及び， R.Bultmann,li釘Johannes-BriefeVandenhoeck & Ruprecht, 1967, 
61頁を見よ。
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The Use of the Word in Johannine Literature 
Yoshio Suyama 
The Gospel of John is often called "the Gospel of the Word". It begins with its divine hymn 
to the Word in the Prologue (1:1-18). Moreover, the entire message of John, including the 
Epistles of John, can be summarized with the Word. We will analyze five Greek words that 
are translated as the Word in other languages. The following are the five words and their 
frequency in the literature: 
John's Gospel 
,loyos 35 
pT]μarn 12 
入oyo1 4 
入a,lw 2 
ayycAw none 
The Epistles 
7 
none 
ー
none 
?
The last three words, Aoyo1 (7:40; 10:19; 14:24a; II Jn. 10), AaAw (4:42; 8:43a), and ayycAta 
(I Jn. 1:5; 3:11) are commonly used to refer to what has been discussed in the preceding 
passages. What is unique for the Johannine corpus is that they convey a different particular 
thought in the first two words: Aoyos and pryμara. The former is generally used 
Christologically to indicate the pre-existent son of man, historical being of Jesus in the 
flesh, returned figure in glory after crucifixion, and the Spirit in the form of the Paraclete 
to strengthen the Christian left on earth. Such Christological use of Aoyos can be identified 
most clearly in the Prologue (three times in 1:1, and once in 1:14). 
In the 35 cases of ,loyos, 24 are used Christologically (1:la, lb, le, 14; 2:22; 4:41; 5:24, 38; 
6:60; 8:31, 37, 43b, 51, 52, 55c; 10:35; 12:48b; 14:23, 24b; 15:3; 17:6c, 14a, 17b, 20). In the 
seven cases in the Epistles, five are used Christologically (I Jn. 1:1, 10; 2:5, 7b, 14c). The 
remaining examples of ,loyos (4:39, 50; 7:36; 12:34, 38, 15:20, 25; 18:9, 32; 19:8, 24b; 21:23; 
I Jn. 2:7b; 3:18) are commonly used, like in the case of ,loyot, to indicate what precedes in 
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the discussion. 
Similar to the Christological use of Aoyos, the Johannine school expands the meaning for 
the latter word: pryμam. The singular from of the word, pryμa, is never used which offers a 
clue to solve this enigma. Many scholars have assumed these two Greek forms are identical 
in meaning, similar to other dualistic use of such words as: commandment (fill幽，— entolai),
sin (hamartia -hamartiai), antichirst (antixristos -antixristoi), bread (紅駆—紅皿）， water
(hudwr -hudata), blood (haima -haimata), robe (himation -himatia). 
Many of these word pairs came from the translation of Hebrew into Greek. The author of 
this essay maintains, after careful survey of the two words in the Johannine corpus that 
the Johannine community intentionally used the singular and the plural from of Aoyos and 
pTJμarn. The former having a Christological meaning and the latter in Christian witness 
put in Jesus'word (which would explain the introduction of the plural from of pTJμarn). 
In Jn 3:24 and 6:63 p17μam is used in relation to the Spirit. For the Johannine community 
the Spirit is the gift of Jesus in the form of the Paraclete after his glorious return to heaven. 
Though Jesus is speaking on earth in those Scripture passages, the author puts Christian 
witness working together with him in the Spirit. In Jn 5:7; 8:42; 12:47, the author focuses 
on Rabbinic Judaism after the fal of Jerusalem. John's Jesus refutes the Jews, which reflects 
the Johannine community's struggle against Rabbinic authority. 
John 6:62 is Peter's Confession. His confession is also that of the Johannine community. 
Such a dual meaning is conveyed in terms of p77μam. 
The author of this essay is seeking to shed new light on John's Gospel and the Epistles of 
John in the context of the Johannine community's struggle against the Jewish authority in 
Jamnia after the fal of Jerusalem and its Temple Ritual. 
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